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はじめに 

 篠山東雲高校のある丹波篠山市には多くの自然環境が残っている。しかし、そこに住む小学生はあ

まり自然体験をしていない。そこで、私たちは地域の小学生に生き物のすばらしさを伝えるために生

き物観察会を行った。 

 

方法 

(1)小学校の生き物観察会 

Ａ、城東小学校の観察会（写真 1･2） 

  日時：令和 4年 7月 1日(金) 

  場所：曽地川 

  参加者：城東小学校 4年生 18人 

Ｂ、城北畑小学校の観察会 

  日時：令和 4年 8月 30日(火) 

  場所：畑川 

  参加者：城北畑小学校 4年生 26人 

(2)地域団体の生き物観察会 

Ａ、味間奥子ども会の観察会 

  日時：令和 4年 7月 28日(木) 

  場所：熊野神社の中の小川 

  参加者：味間奥の小学生約 20人 

Ｂ、篠山環境みらいの会の観察会（表１） 

  日時：令和 4年 8月 6日(土) 

  場所：真南条川 

  参加者：一般参加の小学生約 20人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 表１ 篠山環境みらいの会の観察会で観察できた生き物 

 写真 1・2 城東小学校の観察会 
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(3)ビオトープ(写真 3)での生き物観察会 

Ａ、成徳ふれあいのまちづくり協議会の観察会 

  日時：令和 4年 5月 15日(日) 

  参加者：神戸市の小学生約 35人 

Ｂ、福の里農業小学校の観察会 

  日時：令和 4年 6月 19日(日) 

  参加者：農業体験参加の小学生約 20人 

Ｃ、たんば子ども塾の観察会 

  日時：令和 4年 8月 4日(木) 

  参加者：丹波地域の小学生約 30人 

 

結果と考察 

 近年、子どもたちが自然の中で自由に虫捕りなどがで

きる場所が少なくなっている。生き物観察会を開催する

ことによって、子どもたちに自然体験をする機会を作る

ことができ、身近な生き物について関心を持ってもらう

ことができた。そして、私たちも子どもたちに生き物の

ことを教えることにより、自分たちの知識を深めること

ができた。また、生き物観察会は、けがをしないように

行うことが最も大切である。そのことから、私たちは子

どもたちが安全に楽しく観察会ができるように心がけて

いる。ビオトープにおいては、観察をしやすいように杉

の木を使った桟橋を設置している(写真 4･5)。この桟橋は、

防腐剤などを使用していないため、水につかるところは

腐りやすくなっているので、定期的にメンテナンスを行

う必要がある。 

 

おわりに 

 私たちは、採集した生き物で名前を知らないものも多

くいる。子どもたちに「この生き物、何？」と聞かれた

ときに困ることがあった。その時、うまく説明できず子

どもたちに歯がゆい思いをさせてしまった。今後は、も

っと多くの知識をつけて子どもたちに生き物のおもしろさと自然環境の大切さを伝えていきたいと思

っている。そして、この活動を通じて最近減っている生き物の保全活動にも役立てていきたいと考え

ている。 

 写真 3 ビオトープ 

 写真 4 杉の木の搬入 

 写真 5 桟橋の設置 
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